
2015 3月定例会一般質問 

（川上議長） 休憩前に引き続き会議を再開します。一般質問を許します。５番前住孝行議員。 

（前住議員） はい。皆さんこんにちは。傍聴席までご来場くださったかた、またインターネットでご覧いただい

ているかた、ありがとうございます。５番前住孝行です。２期目の１年目を終え、予算審査特別委

員長から始まり、教育民生常任委員長とあっという間の１年間でした。常任委員会の毎月開催によ

り、上程された予算や条例以外でも担当課とさまざまなことを協議してより良い会議になってきて

いると思います。これからも町民のためになるだろうと思うことを提案意見し、２元代表制の片輪

として議会活動に尽力していきたいと考えます。それでは通告させてもらっています４つの内容に

ついて順に説明させていただきます。 

 

行方不明者、遭難時の体制強化について 

まずは、行方不明者、遭難時の体制強化についてです。 

認知症予防対策としてＴ-ＤＡＳなどを使っての早期発見、認知症予防教室の開催、見守る側と  

して認知症サポーター研修会の実施等々、着々と進められてきています。そのことは大事なことで

あり、安全快適なまちづくりを掲げる若桜町にとってさらに進めて行かなければなりません。しか

し、実際行方不明の事件が起こったときの行動計画みたいなものがあるのかどうか。また、捜索体

制の現状をどのように考えられておられるのか所見を伺います。 

（川上議長） 答弁を求めます。小林町長。 

（小林町長） はい。認知症高齢者のかたの行方不明については若桜町だけではなく全国的な問題でございまして、

迅速な対応を講じていく必要があると考えております。鳥取県では平成26年12月に認知症等行方

不明者に係る対応ガイドラインが作成されました。そのガイドラインでは行方不明者を一刻も早く

発見するために、警察を初め、消防局や市町村等が情報を共有しながら連携して取組むための具体

的な内容を示されております。例えば、行方不明者の家族が警察に相談に来られると直ちに警察か

ら関係市町村に連絡が来て、包括支援センターが把握している情報提供が求められます。そして警

察はその情報を基に、近隣市町村やＪＲ、バス会社等に情報提供し、協力を求めながら捜索を始め

ます。また、町では防災無線放送やあんしんトリピーメールで呼びかけを行い、不明者の情報提供

を求めたり、消防団員等に協力を依頼して捜索を行うようにしています。若桜町では行動計画は作

成しておりませんが、このガイドラインの手順に沿った方法で捜索を行うように考えています。ご

存じであると思いますが、当町では平成21 年 12 月と平成25 年７月に認知症のかたが行方不明に

なられました。このときは家族からの警察に捜索願いが出され、その後警察から町と自治会に連絡

が入り、消防団にも協力依頼するなどして、捜索活動を行いました。 



その際、防災無線で情報提供の協力をお願いしたり、包括支援センター等が持っている情報を提 

供するなど関係機関とも連携しながら捜索にあたりました。今後も町内の関係機関が集まっている

事業者ネット若桜の中で認知症高齢者のかたの情報を共有しておりますので、普段からの見守りや

緊急時の際には活動することとしております。また、日常生活での見守りのために鳥取医療生活協

同組合や鳥取因幡農業協同組合、新日本海新聞社、郵便局、ゆうちょ銀行、県生活協同組合など15

の事業所と中山間集落見守り活動協定を締結しておりまして、緊急時の対応にご協力いただくよう

にしております。認知症高齢者のかたが徘徊をした場合の迅速な対応やさまざまなトラブルの防止

のために認知症サポーターの養成など地域での見守り体制を構築するよう努めているところでもご

ざいます。 

（川上議長） 前住孝行議員。 

（前住議員） はい。この質問をしようと思ったきっかけといたしまして、ちょっと他県でしたけど、やはり認知

症のかたが行方不明になられている現場を見ておりまして、やっぱり２、３日かけても、かけてこ

う、雪のなかを探しとられて、それで結局消防や警察、地元の自警団のかたとか一生懸命捜されて

いるのを見て、改めて若桜町はどうだろうなということで質問させてもらっております。その地区

ですけど、やっぱりまだ結局、１週間ほど経っても見つからず、結局その親族のかたは諦めて、も

ういいですということで見つからない状況でした。そういった残念な結果になっていましたので質

問させてもらっていますけど、若桜町すごいいろんな各団体と連携してやっているということです

ので、安心安全に向えるのかなというふうに思います。結構たくさんいろいろやられているという

ことですが、さらに若桜町としてできることはないかということで２番目の質問になりますけど、

サポーター研修等もされていますが、さらにこれから考えていこうと思われていることがありまし

たらお願いします。 

（川上議長） 答弁を求めます。小林町長。 

（小林町長） はい。２番目の行方不明者遭難時の体制について他団体との連携するのは当然だが、行政としてさ

らにできることがないかとのお訊ねでございますけども、平成２年５月 31 日に氷ノ山で発生した

遭難事故について、議員の皆さまもご存知のことと思いますけども、６月１日から４日間氷ノ山で

大規模な救助活動を行っております。このときの救助活動は県警が主となり現地対策本部等立ち上

げて管内の自治体や消防署、そして町の消防団などが連携して救助に当たりましたが、山での遭難

でしたので氷ノ山遭難救助隊、さらには県知事に自衛隊派遣要請をし、防災ヘリコプターも活用し

ながら大規模な捜索活動を行いました。このようにその事件の状況に応じた対応を考えながら、行

政と関係機関が一緒に捜索活動を行っているところでございますけども、全国的にも認知症高齢者

の行方不明者も増加傾向にあります。今、本町では行方不明者の捜索に備えて若桜町行方不明者の

捜索に関する実施要項を作成するよう、鳥取県警や東部広域消防、町消防団などと協議を重ねてい

るところです。また、先程お答えしたとおり、鳥取県でも認知症高齢者等行方不明者に係る対応マ



ニュアルに基づき対応することになりますので、今後県と町村のさらなる連携も強化されることに

なると考えております。 

（川上議長） 前住孝行議員。 

（前住議員） はい。実施要項等考えていかれるということで、本当に手厚くしていただくのはとてもありがたい

なというふうに思います。私自身もちょっとどんなことができるのかなと考えて思ったとこなんで

すけど、私自身も今日ちょっとリング忘れていますけど、認知症サポーターの研修会を受けさせて

いただきまして、サポーターのリングを持っております。そういったサポーターのかたが、今なん

か若桜町には200名おられるということで、さらに増やしていくということで、保健委員さんとか

の研修とかでちょっと無理矢理になるかも知れませんけど、集まっていただいたときに研修会を開

いても取っていただくとか、そういったことをすればまた広がってくるのかなと。今のところは多

分希望者というか、自主的に来られるかたが多いんかなというふうに思いますけど、そういったこ

ともできんもんかなというふうに思いました。また、認知症になられたかたというのは、何か故郷

に帰りたいという意識が多分あって、徘徊されるということを聞きます。そのかたが地元出身なら

そんなに遠くまでは行かないというようなことも聞きますが、お嫁さんとか、お婿さんに来られた

かたは、もう本当山の方まで入ってしまうというようなことも聞かせてもらいました。そうなって

くると、次の３番目に山の方のことにも関わってくると思います。 

だいぶんＧＰＳとかのことも発達してきておりますので、その認知症のかたの靴にそういったも 

んを仕かけるとか、何かそんなこともできんのかなというふうに思ったりしました。すぐすぐには

そういったことはできないのかも知れませんけど、何かそういうことも必要なんかなというふうに

思っております。普段散歩とかをされていて、それで農作業をしながら、あの人があそこを歩いて

いるなというようなことをある程度把握しとくのもかなり有効だというふうなことも聞いておりま

すので、またそういった地域のかたとの確かに連携というのも必要なんかなということも思いまし

た。もし、何かこのことについて町長の思いがありましたらお願いします。 

（川上議長） 答弁を求めます。小林町長。 

（小林町長） はい。ご存じのように、１番高齢化がしてきておりますと１番そのことが大きな問題になってきて

おりますし、特に認知症の場合には、非常に 40 代からでも始まるというようなことがあったりす

るわけでございまして、本当に地域が見守っていくということが非常に大事なことだということを

思っております。もちろん、やっぱり家庭の中ではＧＰＳを、徘徊をされるようなかたにはＧＰＳ

をつけておくとかというようなことも、またこれも大事なことで、捜索のときには非常に効果があ

るということも思っておるところでございます。そういうふうなこともやっぱり検討はしていかな

いといけん問題もございますけども、何と言いましてもやっぱり私たち地域が見守るということが

非常に大切で、あの人は、今日、何処どこを歩いておんさったと、その情報が既にやっぱりすぐ分

かるというようなことがこれからも大事なことでございます。そういう面で保健委員さんやいろい



ろ、あらゆる面を捉えて社会福祉協議会や私たちも、町も一体となりまして、そういうことを地域

ぐるみの運動を進めていくことが１番私は大事なことかなということを思っておるところでござ

いますし、かなり今のことでございますので、情報はあまりなかなか外へは出せないわけなんでご

ざいますけども、包括支援センターやそういうところではきちんと登録をしたりもしているわけで

ございまして、いざいうときには、そういうものもきちんと使えるということも体制は取っておる

わけでございますけども、何と言っても地域がやっぱり皆さんよく知っとられますのでね、そうい

うようなことをきちっと普段でも、また夕方どっかに出ておられるな、一緒に帰ろうかと連れて帰

ってあげるとかと、そういうようなことが１番私は初歩ですけども、これが大事なことでございま

す。また、ご存じのように初動態勢、24 時間、72 時間、この３つの区分にしながら捜査体制とい

うのを私たちも作っているわけでございまして、72時間というのは、もうやっぱり３日経ったらも

う命が危ないというところもこれはあるんで、その間はいろいろと、24時間たったらもう今度は県

外のかたにもちょっとこう広報をしたりというようなことも、ちゃんと持っておりながら仕事を私

たちもしておるところでございますので、そういう面で皆でやっぱり１番見回ることが、地域で大

事かなと思っております。 

（川上議長） 前住孝行議員。 

（前住議員） はい。それでは３番目の方に移らせていただきます。先程の行方不明者ということであれなんです

けど、今度は遭難の方になります。それで似たようなことといたしまして、本年度に入って「バッ

クカントリー」といったゲレンデ外の山スキーを楽しむかたが増えてきて、増えた分、事故の方も

増えてきている現状です。若桜町といたしましても１月 28 日付のホームページの方に、冬山レジ

ャーの注意についての啓発もされています。また、スキー場の方にもその注意喚起の掲示も確認し

ております。それで、若桜町の観光開発事業団さんも事前にそういった対策を講じられて、金属探

知器を導入されたということも聞いております。それで、そういった冬山も夏も、登山でもですが

遭難する可能性がある現状で、関係団体の支援が必要だと思いますが、どのようにお考えか、お聞

かせ願います。 

（川上議長） 答弁を求めます。小林町長。 

（小林町長） はい。最近雪で覆われた自然を満喫できるバックカントリースキーや冬山登山などで事故や遭難が

全国的には相次いで発生しております。本町にあってもバックカントリースキーや冬山登山客の増

加が見受けられますが、パウダースノーや樹氷など、古くから山岳スキーのメッカとして知られて

きた氷ノ山であって、単に危険だからということで規制することは困難と考えております。しかし

ながら、このような状況を受けて県や市町村、警察が一体となって登山届、下山届の提出やスキー

コースや登山道をはずれないこと、単独行動の危険性や携帯電話の持参など山岳レジャーの心得に

ついてチラシを作成し、スキーヤーや登山者にも広く周知を図っているところでもございます。ま

た万が一遭難事故が発生した場合に備えて、昭和 41 年に設立された氷ノ山遭難防止対策協議会が



中心となって、町や警察、消防、地元消防団等と連携をして捜索にあたることとしております。氷

ノ山遭難防止対策協議会では、現在前住議員も含め、15名の救助隊員が任命されておりまして、救

助訓練など有事に備え日々励んでいただいており、感謝申し上げます。町としても隊員の報償費、

保険料や登山靴の購入等、支援をさせていただいているところでございます。 

近年の氷ノ山は冬山のみならず、緑豊かな夏山としての魅力が広く受け入れられ、春～秋にかけ 

て県内外を問わず、また韓国からも登山客が訪れるようになっています。安全かつ快適に登山を楽

しんでもらうためには、登山届の徹底並びに登山ガイドの充実等も必要ですが、万が一に備えた救

助体制の充実は極めて重要と考えております。ただ、本町における遭難の多くは登山よりも、春の

山菜狩りの迷い込みが大きな要因とも思われます。議員が紹介された事業団の探知器につきまして

は、一昨年に町が事業団の要望を受け購入しましたビーコンという、ビーコン、いわゆる無線標識

といった機器で、スキー場での雪崩の危険性などパトロールする場合に、パトロール隊員が万一に

備えて携帯するもので３台購入しております。今後、関係団体での支援として例えば携帯電話の不

堪地域がまだまだ多い氷ノ山であって、的確な情報を速やかに共有できる通信連絡網の充実や救急

救命等、救助スキルの維持向上に向けた技能講習の充実などが考えられますが、いずれにしまして

も現場の救助隊員等の意見を参考に検討してまいりたいと考えておるところでもございます。 

（川上議長） 前住孝行議員。 

（前住議員） はい。本当に私も氷ノ山の遭難の救助隊に入らしてもらって、何年か前かの事件が起きた後に僕は

入らせてもらっています。それからはないので、とてもいいことなんかなと思います。啓発のチラ

シですけど、先程も町長の答弁の中にありました、携帯電話の持参というのが４番目にあって、そ

こで不堪地域のということも言われました。そこがかなり重要なんかなというふうに思っておりま

して、それで携帯電話のアンテナを立てということにはなりませんので、無線機とかでやり取りを

するのがベストなんかなというふうに思ったりしています。それで、無線機とかも、業務用無線と

か、普通の無線とあったりするんですけど、これを機にそういったことも整備していただければ、

何かあったときにすぐに対応できるのかなというふうに思ったりしておりますのでご検討してい

ただけたらというふうに思います。そのことについて何か、もしありましたら。 

（川上議長） あったらするか。 

（前住議員） はい。 

（川上議長） 答弁を求めます。小林町長。 

（小林町長） はい。まず１つは東部広域で、昨年と一昨年と２ヶ年で司令室を新しくしたわけですけども、そこ

で私たちが実は要望したんですけども、氷ノ山が全部網羅されていないということがございまして、

私の方も氷ノ山を網羅してというようなことでここの発信機でそれはできるように、ほとんど氷ノ

山の方もできたんで、遭難のときには、いざ持って上がっても使えないということのないようにと

いうようなことで、ほとんどそのことにつきましてはできるようにしていただいたという具合に思



っておるところでございます。 

（川上議長） 前住孝行議員。 

（前住議員） はい。東部広域、無線機ですか、無線機を。そうですか、分かりました。はい。本当にそう言った

ことで、とにかくこういった本当に山に来て下さるかたが増えてきていることに、何とか受け入れ

る側としては対応していかんといけないのかなというふうに思ったりしております。それで、近年

若桜町内でも、先程も町長が言われました認知症の行方不明者もありました。氷ノ山でも遭難があ

って残念な出来事になってしまっていますが、そのことを教訓にしてそうならない受け入れ態勢と

いうのを強化することが、若桜町の来て下さるかたのおもてなしの１つになるのかなというふうに

思いますので、考えていただけたらというふうに思います。 

では、次の２番目の質問に移りたいと思います。 

 

氷ノ山のスキー場誘客について 
氷ノ山のスキー場誘客についてということです。山根議員の質問等にもちょっと出てきておりま 

すが、一昨年度から行われております雪マジ！19や親子券の状況、キッズルームの利用などの本年

のスノーシーズンの入込み状況はどのような傾向かお訊ねします。 

（川上議長） 答弁を求めます。小林町長。 

（小林町長） はい。今シーズンは 12 月に入ると雪が降り始め、スキー場開きには既に１ｍもの積雪がございま

した。また、３月に入っても降雪があり、シーズンを通して雪不足を心配することなく、非常に恵

まれたゲレンデコンディションではなかったかと思っております。３月８日に行われた若桜氷ノ山

スキー場お客様感謝祭におきましても、晴天に恵まれスノーピアの前のゲレンデを埋め尽くすほど

のお客さまにお越しいただいております。さて、ご質問の雪マジ！19や親子券、キッズルームの利

用や今シーズンの入込み状況でございますが、まず、雪マジ！19につきましては、取組みを始めて

４年目を迎えたところでございまして、年度前の利用人員は、平成24年度が1,500 名、25年度は

712名、26年度は２月末現時点で1,673人となっております。昨年度に関しては平日のみの実施で

あったために、利用者が半分となってしまいましたが、今年度は土、日、祝日も利用可能となりま

したことで、利用者が増加しているものと考えております。 

親子券につきましては25年度が963組、平成26年度は２月末現在で1,884組とほぼ倍増してい  

ます。キッズルームにつきましては、土、日、祝日の実施ではありますが、昨年度は232名、本年

度は２月末時点で250名の利用がございました。利用者のアンケート等も行っており、このような

場所があって大変ありがたい、ゲレンデが見えるので良いなどといったご意見をいただいておりま

す。入込み状況についてですが、２月末現在で２万7,489名となっておりまして、昨年度の同時期

に比べて1,000人と若干ではありますが増加しておるところでもございます。以上でございます。 



（川上議長） 前住孝行議員。 

（前住議員） はい。若干年数が全体的にも増えているということです。いい傾向かなというふうに思います。そ

れで親子券の倍増、キッズルームも増えているということで、本当にいい傾向かなと思いました。

それで私自身はちょっとキッズルームも気になっておりまして、１回ちょっと利用させていただき

ました。そのときにもやっぱり他のかたも４世帯ぐらいですかね。も利用されておりまして、本当

にリラックスした感じで利用されていて良かったなというふうに思います。それでやっぱりゲレン

デが見えるということも町長言われましたけど、そのかたもやっぱり見ておられました、外に出て

ね。それでお父さんが滑っているかどうかみたいな、何か見たりされていたので、本当にいいこと

かなというふうに思います。さらに利用が本当に広がっていけばいいかなというふうに思いました。

雪マジ！19の件も本当土、日、祝日もということで、これが本当に良かったのかなというふうに思

います。絶対これはやって欲しいなというふうに思っていましたので、これで倍になったというの

もいいかなというふうに思いました。 

それで、２番目の質問に移りたいと思いますが、今年もいろいろ私自身もスキー場をこう巡らせ 

ていただきました。町長も一緒に行きました、おじろのスキー場、またもうちょっと奥にあります

けど、奥神鍋の スキー場、それでその近くにあるアップかんなべ、また戸倉を越えたところの大

屋スキー場、ちょっと遠くに行きまして滋賀県の国境スキー場、もっと遠くに行きまして群馬県の

尾瀬岩鞍スキー場と行かしていただきましたけど、何処のスキー場もやはりキッズをターゲットに

された整備がされています。というのがベルトコンベヤーで歩かずに上がれるというものの設備が

もう全部してありました。氷ノ山でこういったキッズゲレンデ、今はエリアを区切ってやって下さ

っていまして、それでもありがたいことなんですけど、もしそういったベルトコンベヤーみたいな

もんを取り入れるとすればちょっと狭いのかなというふうに思っておりますが、そのことについて

町長はどのように考えておられるのか、お訊ねします。 

（川上議長） 答弁を求めます。小林町長。 

（小林町長） 今日は初めての問題が相次いで出てきておりまして、私も本当に答弁にちょっと困っておるところ

でもございますけども、最近のスキー場のゲレンデ整備につきましては、近場ではおじろや神鍋ス

キー場など近年の全国的な流れとしてキッズというよりもファミリーをターゲットにした整備が

なされているようにも感じております。ファミリーゲレンデといった中でキッズ専用コースやマス

コットキャラクター、すべり台、エアゲートなどファミリー向けの設備が整えばスキー場の魅力は

大いに増すことになります。残念ながらわかさ氷ノ山スキー場にはそのような設備がなく、現在は

第２リフト横のスペースを利用してそりなど楽しまれているのが現状です。この場所はコースの終

点に位置し、スキーヤーとの接触の危険性もあることからネットを張るなどして対策を講じており

ますが、逆に他のお客様の迷惑にもなっておりまして改善が必要との認識もしております。しかし

ながら、現在のゲレンデスペースを考えると議員がご提案のベルトコンベアを設置できるスペース



がないのも現実でございます。１つの案として第２リフトの右側のスペースを活用することも考え

られますし、新年度にはぜひともスキー場施設のあり方検討委員会を立ち上げて、皆さまの意見を

聞きながら将来の対策を検討したいと思っております。 

私もこの間おじろに行かせていただきました。これまでなかなか私も行く機会がない、誰も連れ 

て行ってくれんものですから、私もなかったんですけど、やっぱり私たちも常に外の状況を見なが

らでないと仕事ができないかなと思っておりましたし、キッズの問題につきましては、もう本当に

そこまでやっぱり、おじいちゃんおばあちゃん、お父さんお母さんと一緒に雪の中で遊んだでと、

感じだと、これがやっぱりこれからのスキーヤーがゲレンデに帰ってくることにつながってくると

いうことも思っておるところでございまして、いずれにしましてもそういうことは氷ノ山にも必要

なことは事実だという具合に思っておるところでございまして、そういう今度、あり方の検討委員

会の中でそういうことを考えて、どうしたら実現できるかなというようなことも非常に大事かなと

いうことを思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

（川上議長） 前住孝行議員。 

（前住議員） はい。本当に前向きな答弁をありがとうございます。それで氷ノ山のあり方検討委員会ということ

で予算説明の中でも上がっていまして、私自身も個人的にこういうのをやりたいなと思ったところ

をちゃんと予算化してくださっていまして、本当にありがたいなというふうに思っております。そ

のときもちょっと予算審査のときにもちょっと言わせていただきましたけども、地元のかたの意見

も取入れるというのも当然なんですけど、本当に氷ノ山のファンのかたが結構おられますし、本当

に地元より本当に熱い思いを持っておられるかたがおられますので、何とかそういったかたを委員

のかたに選んでいただきまして、本当に地元からは考えられんような発想も出てくるんじゃないか

なと思いますので、一意見として取入れるような体制をしていただけたらなというふうに思います。 

では３番目の質問に移りたいと思いますが、若桜学園のスキー教室のお手伝いを２月 26 日の平  

日にさせていただきました。インフルエンザで延期になった他の学校のスキー教室もされていまし

たが、それ以外というのは雪マジ！19を使って来られているだろうと思われる若者のかたが多く見

られました。それで、この雪マジ！19ですけど、本当にこれはいい企画だったんじゃないかなとい

うふうに思っておりまして、それに加えて氷ノ山独自になりますけど、若マジ！61 というような、

61歳のかたを無料にされるというようなことをしてはどうかというふうに思いますが、そのことに

ついて所見を伺います。 

（川上議長） 答弁を求めます。小林町長。 

（小林町長） はい。雪マジ！19につきましては先程申しましたが、本年度は一昨年同様、土日祝日も利用可能と

したことで利用者は増加傾向にあります。高校を卒業して同行者が家族から同世代の友人に変わり、

旅費の負担が自分自身となり、高校卒業後初めての冬を迎えるのが 19 歳です。このときにスキー

を楽しめばスキー場の中長期的な活性化が叶う、そうした分析に基づいてスタートしたのが雪マ



ジ！19 です。雪マジ！19 への参画は多くのスキー場も実施しているということもありますが、１

番はその目的にあるようにスキーやスノーボードを通じて氷ノ山の雪山の魅力を楽しんでいただ

くきっかけ作りになればと思うからであります。今回の提案であった若マジ！61 というのは19 を

逆さにして 61 にされたのかと推測しますが、シニア世代を狙った面白い企画だとも思っておりま

す。しかしながら、スキー場の将来的な収益を考えた場合、雪マジ！19のような効果があるのか疑

問の残るところもありますし、現時点では導入は考えておりません。ご年配のかたのスキーヤーも

多いことは承知しておりますが、今後はレディースデーやキッズデー、メンズデーやシニアデー、

駐車場半額デーなど、わかさ氷ノ山スキー場に行けば何かやっているという印象を持っていただけ

るような氷ノ山の活性化につながる取組みを検討してみたいとも考えておるところでもございま

す。 

（川上議長） 前住孝行議員。 

（前住議員） はい。とても残念な答弁で、これは一言言わないといけんなと思っておりますが、思いといたしま

しては、退職されて、リタイアされてちょっと何もやることがないって思われているかたにスキー

に帰ってきてもらいたいなというような思いでさせていただきました。定年すぐくらいでまた新た

にスキーを買ってもらってというような思いです。それと今、本当、お孫さんを連れて上がって来

られるというかたもかなり見受けられます。それで、そのリタイアされたかたが１人でスキーに行

っていたら、家の人も、なんだ、いつもうちげのもんは遊んでと言われるところを、お孫さんを連

れて上がれば子守りだけ、しゃあないわと言って上がりやすいんじゃないかなんていうのもちょっ

とあって、こういった提案をさせてもらっております。それで、シルバーのかたのシーズン券もと

いうような声もあったりしていて、あることはあるんですけど、先程も言われましたように収入の

方がなかなか厳しくなってくるというようなことも聞いております。それで、氷ノ山のスキー場の

誘客ということでもうちょっと踏み込んで、ちょっと通告にないんかもしれませんけど、もし答え

られたらでいいんですけど、半日券の券があるんですが、午前券ですが、８時～12時までというこ

とで今2,000 円なんですが、これを13時までにして500 円アップさせて2,500 円でして、それで

そのシルバーのかたでもいいんですけど、地元の飲食業店とかのかたで、お金を落として昼ご飯を

食べてもらうために、何か方策ができんのかなというふうに思ったりしております。12時までだと、

そのままスキー終わって鳥取まで出て昼を食べるというようなことも聞いていますので、何とか若

桜町にお金が落ちるようなこととして考えられないのかなというふうに思ったりしております。ま

た、これは独り言になるかもしれませんけど、そういったことも検討委員会の中で考えていただけ

たらなというふうに思います。 

 

ご当地ナンバープレートの作成について 



では、次の質問に移ります。ではご当地ナンバープレートの作成についてということであります。

予算説明の中で、軽自動車税の値上げを１年見送るというような情報もちょっといただいておりま

すが、税収の少ない若桜町にとって軽自動車税の収入というのは貴重な収入となります。そこで小

型特殊自動車や原動機付バイクなどのナンバープレートを、ＳＬをモチーフにしたご当地ナンバー

プレートにしてはと思いますが、町長の所見を伺います。 

（川上議長） 答弁を求めます。小林町長。 

（小林町長） はい。本町の軽自動車税の収入は平成 26 年度の決算見込で約 960 万円あります。町税に占める割

合はおおむね４％となっております。本町に登録されている軽自動車等の台数は約2,000台でござ

いますが、その内ご当地ナンバープレートが交付できる車種は原動機付自転車や小型特殊自動車に

限られ、その台数は原動機付自転車が約150台、小型特殊自動車が約250台、合わせて約400台で

あり全体の２割ほどでございます。この約 400 台を現行税率で換算してみますと約 63 万円の税収

でございます。また本町の近年の軽自動車等の所有台数につきましては全車種とも減少傾向にあり、

原動機付自転車と小型特殊自動車で見ますと毎年１％台から２％台で減少しております。これらの

現状を踏まえますとご当地ナンバープレートの作成は増収を後押しするものとは考えにくいと思

っております。一方、県内の市町村の例を見ますと、現時点ではご当地ナンバーのプレートを作成

されている市町村は５団体ございます。そのいずれもが漫画や地元キャラクターを活用して町のＰ

Ｒのために作成された例となっています。仮に本町がご当地ナンバープレートを作成する場合、他

の自治体と同様に町のアピールで作成することになろうかと考えているところでございます。しか

しながら、原動機付自転車や小型特殊自動車はほとんどが町内で使用されているものと推測されま

すし、農閑期や冬期間には使用されていないなど使用期間が限られております。これらを考えてみ

ますとＰＲ効果もあまり期待ができないものと思っておりますし、お訊ねのＳＬをモチーフにした

ご当地ナンバープレートの作成につきましては、ＳＬ運行の実現を目指す本町にとりまして地域の

ムードを盛り上げる上では面白いアイデアであると感じております。 

しかし、先程述べさせていただいたように、ご当地ナンバープレートの作成は県内で一番先に取 

組んだらアピール性もありますが、一時的な話題として取上げられることはありましても増収やＰ

Ｒ効果はあまり期待できないため、現時点では考えておりません。 

（川上議長） 前住孝行議員。 

（前住議員） はい。確かに結構僕も調べさせていただいたんですけど、やっぱりなかなか税収増にはつながって

ないというようなことを聞いております。確かに新しく申請するときはその新しいナンバープレー

トを交付するのでいいんかもしれませんけど、今現時点でつけておられるかたが、じゃあするかと

言ったら難しいのであれなんですけど、本当に話題性があるかなというふうに思ってさせていただ

きました。もし、本当にそういったので新たに登録されて原動機付バイクを買って、それで走り回

っていただけたら宣伝になるのかなというふうに思ったりしておりましたし、もっと調べましたら



他町には、何かあまり持っていけないみたいなことみたいで、他町に持っていく場合はその他町で

の申請をして使用するみたいなことになっております。ちょっと安易な考えで、鳥取の方、大学と

かで若桜町のバイクを持ってきて、それで若桜町のナンバープレートをつけて走り回ったら宣伝に

なるのになというふうに思ったんですけど、それはなかなか難しいんだということが分かりました。 

（川上議長） 暫時休憩をいたします。 

 

休憩 

（川上議長） 休憩前に引き続き会議を再開します。一般質問を許します。５番前住孝行議員。 

（前住議員） はい。休憩に引き続き質問させていただきます。 

４つ目です。施政方針について質問させていただきます。 

１つ目ですが、施政方針の中の１つ目の基本目標の安全で快適なまちづくりの中で住環境整備に

ついて話されました。周辺住民への説明をどのように考えておられるのか、ここは特に赤松団地が

主です。また、若葉団地建替えの住民説明はいつ頃行う予定なのか伺います。 

（川上議長） 答弁を求めます。小林町長。 

（小林町長） はい。第９次総合計画の中で住環境整備の１つとして公営住宅の整備を上げておりまして、今年度

は赤松団地内に若者向け住宅２棟を整備し、すでに入居していただいております。また現在、同じ

く赤松団地に２棟、４戸の住宅を建設中でございます。議員お訊ねの周辺住民の皆さまへの説明に

つきましては、いずれも事業を進めるにつきまして地元のご理解やご協力は不可欠でございますの

で必要なことと認識しております。赤松団地につきましては、若者向け住宅及び赤松団地住宅の工

事に着手する前にそれぞれ回覧文書によりまして工事概要や工事期間について周知させていただ

きご協力をお願いしております。また、若者向け住宅が完成した際に開催しました完成見学会につ

きましては、赤松団地の皆さまにもおいでいただいております。赤松団地住宅が３月末で完成しま

すし、新年度早々には赤松団地の皆さまに経過報告も含めて残りの分譲地の早期分譲に向けての町

の考え方をご説明するとともに、地元の皆さまのご意見もお聞かせいただきたいと考えております。

若葉団地につきましても下水道接続事業等に着手する前には団地入居者の皆さまに工事の概要説

明をさせていただき、ご協力をお願いしております。 

次にお訊ねの若葉団地建替えについての住民説明会につきましては、４月になりましたら現在の 

住宅の解体や現在入居されているかたがたの仮住居の確保等について具体的にご説明をさせていた

だきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

（前住議員） はい。 

（川上議長） 前住孝行議員。 

（前住議員） はい。赤松団地の方の説明ということで、説明聞かせていただいたときは建設時の文書回覧だけだ

ったということで、それで議会報告会で赤松団地を回らせてもらったときに、「いろいろ建ってき



ておるお試し住宅、若者向け住宅、今度は賃貸住宅が建つって聞いておるけど、説明がない」って

いうふうに言われておって、それで一番気がかりになっておられるのは、この入られるかたが自治

会に入ってもらえるかどうかというのがすごい気にはされておったみたいです。それで、その辺の

あたりを協議する機会がなかってこういったかたちになっておったんかもしれませんけど、だいた

い落ち着いてから具体的に話が、一方通行ではなく話合いができる機会がもたれそうですのでいい

ことかなというふうに思っております。 

それと若葉団地の方ですけど、これも議会報告会で廻らせてもらっていますし、済んでいますし、

町長の方からは建て替えるということを言ってくださっていて、建て替えるという情報は入ってい

るんですけど、担当課からの説明がこれまで全くなくて、ちょっと噂がちょっと一人歩きみたいな

感じになってしまったのかなというふうに思います。それで私自身もいろいろ聞かれるのですけど、

答えられませんし、住民の中のかたの意見で、「もう、わしら追い出されるんか」というような不安

も持たれとるかたもおられます。「そんなことは絶対ないです」って言っては来たんですけど、そこ

まで不安に思われとるかたもあったりします。 

それで、今その改修予定の場所は下水接続されていない汲み取りのところなので、今後その下水 

道使用料等、使用料の増というのは間違いなくあってくるので、そういったことを４月に具体的な

説明をされるということですので、ぜひともなるべく係わる人が全員出られるようなかたちででき

たらなあというふうに思います。 

では、２つ目の質問に移ります。４つ目の基本目標、魅力あふれるまちづくりの中で、移住定住  

のための相談員の増員ということについて、具体的にはどういうことをされていくのか、空き家な

どの情報をこれからどのように広報して行くおつもりか、お訊ねします。 

（川上議長） 答弁を求めます。小林町長。 

（小林町長） はい。若桜町の人口は昭和 35 年の 9,616 人をピークに減少に歯止めがかかることはなく、日本全

体を見ても平成 20 年をピークに人口減少の局面を向かえております。このような中、高度成長期

に仕事などにより県外に転出された団塊世代が定年を迎え、都会から地方への故郷回帰の動きが起

こってきております。本町としてもこうした情勢を捉え、故郷若桜に戻りたいと思っているかたや

若桜に魅力を感じ移り住みたいと思っておられるかたを受入れ、本町の人口減少に少しでも歯止め

をかけるため、子育て支援を初め、さまざまな移住定住の取組みを行っているところであります。

鳥取県やＩターンやＵターンなどの取組みを行うＮＰＯ 法人、故郷回帰支援センターと連携を図

り、東京や大阪での移住定住相談会や個別の紹介により移住者の相談を受ける取組みを進めており

ます。特に故郷回帰支援センターは、東京と大阪に相談窓口があり、現在は月々の相談件数が1,000

件を超える状況であるとも伺っております。そのような中で、移住希望者の要望等に適格に対応す

る相談体制をとるため、平成 24 年度から移住相談員 1 名を配置して担当職員と一緒になって空き

家の調査や空き家物件の掘り起し、大阪などで開催される移住相談会の参加やお試し住宅の利用者



への対応を積極的に行っているところであります。移住希望者からは平日以外に土、日曜日など休

日の問い合わせや相談があることや、空き家の案内を行うことなど増加する移住相談や多様化する

移住希望者のニーズに対応するため、相談員を1名増員して体制を充実して取組みを進めたいと考

えております。 

また、空き家などの情報発信についてのお訊ねでありますが、これまで空き家情報については県 

外での相談会や個別対応の場所で移住希望者に対して直接相談員がていねいに空き家の情報提供を

行っております。空き家バンクの登録物件は現在17軒ありますが、改造等の必要な物件がほとんど

であります。それらの物件は個人の財産であり、個人情報保護や防犯等も考慮して閲覧者が特定で

きないインターネット上での閲覧は行っておりません。しかしながら、空き家以外の本町の移住定

住に関する情報提供はホームページをもっと活用して工夫する必要があると思っております。この

他県外での相談会の利用や鳥取県及び故郷回帰支援センターなど、これまで関係を築いてきたネッ

トワークを最大限活用して、本町の情報発信を積極的にしていきたいと考えておるところでもござ

います。 

（川上議長） 前住孝行議員。 

（前住議員） はい。公報の仕方でホームページで積極的にということを言われまして、そこをちょうど言おうか

と思っとりました。その中で個人情報のこともあったりするということなので、事前にその持ち主

さんのかたから公報してホームページとかに出していいかどうか聞けばいいことだと思いますの

で、ぜひともホームページを活用していただけたらと思います。先進事例といたしまして岩美町の

ホームページを見させてもらいましたら、空き家活用情報システムといったところを作っておられ

て、何か物件ナンバーと写真、区分、賃貸とか販売とか、価格、月額何円とか、全部で100万円と

か、構築、築年数、また土地の広さや建物の面積等を出されています。 

それ以外にもちょっと岡山の美咲町になるんですけど、そこも同じような感じで、「おいでんさ  

い美咲！」という題名を付けられて空き家情報バンクということをされております。これは、地域

ごとのやつで写真と詳細な情報をされております。それとそのページのところに、さらに売りたい

人や貸せたい人の登録する場所とか、逆に買いたい、借りたい人の登録するような書式に導くよう

なこともされておりまして、ぜひともこういったことのまねをされたらどうかなというふうに思い

ました。 

はい、ではもう最後に移りたいと思いますが、こういった住環境の整備を行いまして 27 年度、   

何世帯の移住者を想定されているのか、具体的な数字を町長にお聞かせ願えたらと思います。 

（川上議長） 答弁を求めます。小林町長。 

（小林町長） はい。本町においては若年層の転出が大きな課題でありと考えておりまして、若年層の転出は２つ

のタイミングがあり、１つ目は高校を卒業後、もう１つは就職時前後であります。高校を卒業後は

大学などに進学するため、県外への移動が多く転出される方が多いと思われまし、就職時前後は県



外に進学されたかたがそのまま県外で就職されることと、町内に居られたかたが通勤や結婚により

町外へ転出されているようでございます。近年の道路整備によりまして鳥取市内への通勤も河原イ

ンター線から鳥取自動車道路に繋がり通勤時間の改善が図られ通勤時間は依然と比べてかなり短

縮され、利便性も向上して鳥取市内までは十分通勤可能な圏内となっております。このため若桜町

の恵まれた自然環境や子育て支援の充実など暮らしやすさをアピールすれば若年層が通勤時間を

理由として転出されるのを思い留まっていただけるのだと思っております。今後も住環境の整備だ

けでなく、子育て環境や教育の充実、３世代居住支援など総合的な定住対策の取組みを推進してい

く中で、魅力あるまちづくりを目指してまいりたいと考えております。来年度何所帯の移住者を想

定しているかとのお訊ねでございますけども、私の希望といたしましては、一人でも多くの移住者

があれば喜ばしいものと思っておりますが、具体的には数字目標については今後策定していく地方

創生の総合戦略において現状把握と長期的な展望にたって目標設定をしたいと考えているところ

でもございます。以上でございます。 

（川上議長） 前住孝行議員。 

（前住議員） はい。数値目標的なことだったんですけど、聞かせていただけませんでした。僕自身もちょっと考

えさせてもらって、単純に若葉団地を改修して、今９軒住まれているところを 10 戸建てるのでプ

ラス１、赤松団地の賃貸が今度４戸入りますので、プラス４、空き家利用とかもあって住宅整備を

してもプラス１として最低はプラス６なのかなというふうに思ったりもしておりますけど、それ以

上全然来ていただいても本当に望むところなので、それ以上になるように何とかできたらなあとい

うふうに思います。 

地方創生元年の今年です。若桜町の底力らを発揮する年となります。町長もＳＮＳを駆使されて 

トップセールスを買って出られて、私自身も嬉しく思います。ちょっとそのフェイスブックをシェ

アさせていただきましたところ、私の方にも何か早速若桜に住みたいということを言っておられる

かたも出てこられました。本当に議会提案の提言書も出させていただいたところ、早々に取組んで

いただいております事業もたくさん拝見しております。３世代移住交付金制度の創設もしていただ

きまして、３世代で住まわれているかたは本当に恩恵が得られるんじゃないかなと思いますし、ま

た、そのことを聞いて一人でも多くの世代の人が移住に思いを持って来られたら本当に幸いかとい

うふうに思います。本当に私自身もできる限りのことは本当にやっていこうと思っておりますので、

これからも協力していけたらなあというふうに思います。本日はありがとうございました。 

 

 


